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ア レキサ ン ドリア大図書館 と

私の小図書館

生鮮 第一講座 ・教授 黒

世界で最初の本格的 な図書館 はギリシャ王朝がエ ジプ

トの アレキサ ン ドリアにムセイオン(学士院)の 付属機関

として紀 元前330年 に開設 したアレキサンドリア大図書館

であり、パ ピルスの図書50～70万 冊 を擁 していた と伝 え

られている。 しかし、現在その存在は文書の なかで しか

知 ることがで きない。 ここを舞台 にアルキメデス、ユー

クリッ ドが活躍 した。 また医学 者ヘ ロヒロスがいた。彼

は神経系 を明 らかに し、脳がその中枢であること、 また

動脈 と静脈 のなかを血液 が流 れていることを示 し、血液

循環の仕組 みを示唆 している。その他多 くの優れた学者

が輩出 している。ユネスコとエ ジプ ト政府 によって、こ

の古代の知の殿堂 をア レキサ ン ドリアの地 に再 び甦 らせ

よ うとす る計画 が今年始 まった。 この新ア レキサ ン ドリ

ァ大図書館 の青写真はすでに出来上 がり、年内 に着 工、

1995年 完成、地中海地域や アラブ世 界の文献 を中心に4∞

万冊の図書 を収蔵す る予定で、総事業費1億6千 万 ドル、

わが国 にも応分の負担 が求め られるという。 日本の力の

見せ どころであろう。

この記念すべ き年に偶然の ・致だが、 また、ささやか

なわが図書館(書 庫)が できることになった。旭川 に家

を建 てて から17年が経 ち、 あちこち改修の必要になった

のが契機 だった。物置的 な本収納場所 はあった。今度は

スペースを倍増 し、耐火構造の本格的 な書庫 になる。小

さい頃 から本 が好 きで、好 きな本は手元 に置 きたいとい

う欲求 が人一倍強 かったよ うに思 う。 そん な気持 ちは い

っのまにか、将 来は自分の好 きな本 に囲 まれて過 ごせ る

ような仕 事がやりたいな、とい うところまでエスカ レー ト

した。母 が本だけは苦 しい家計の中か らほ とんど無条件

で買って くれた ことが、そんな傾向 を助畏 したよ うで あ

る。今は、こと志 と異 なり実験屋 になって しまったので、

ゆっくりと本 を繕 いて毎 日を送 るとい う'わけにはいかな

い。ただ気持 ちだけは今 もその頃 と変 わらない。そ して

いっの間にか家の至る所で目立っ ようになった本がよ う

や く書庫 らしき場所 に落 ち着 くことがで きたのは旭川医

大 に赴任 することにな り新 しい家がで きたからである。

しかし、それからも家 のあちこちに行 き場 がな くなって、

途方 にくれたような本の群落 が目立っよ うになって きた。

一応妻や子供 には私 の所有 している本はいず れも責重 な

ものであ り、現在では人手不可能 なものも沢山あ ると話

して ある。勿論事実 と幾分は違 ってい るわけだが、私 に

島 農 汎

と って いず れ も、少 な く と もその ・ペ ー ジは 、 いや一 行

は何 か意味 を持 っ て い るの は確 かだ し、 自分 で本 ら しい

もの を書 い てみ て 、本 の 一・行 に どれ だ けの エ ネ ルギ ー が

注 がれ て い る かが分 か って み る と全部 が掛 け替 えの無 い

大 事 な もの に思 わ れ る。 妻 か ら今 回 の家 の 改修 で は私 の

本 置場 を本 格 的 な もの と した らとい う提 案 を、 そん な わ

けで幾 分面 映 ゆ い とこ ろ もあ った が飲 む こ とに した 。

私 の持 っ て い る本 の 数 を正 確 に数 えた こ とは な いが 、

ほぼ1万 冊 位 、 そ の内 訳 を一 般 的 な分類 で み れば 、総 記

10%、 自然 科 学35%、 哲 学5%、 歴 史5%、 社 会 科 学15

%、 文 学20%、 芸術5%、 請 学5%と い った とこ ろだ ろ

うと思 う。 蔵 書 の ベ ス ト5は 、1.LesOeuvresde

ClaudeBernard,Bailliere,Paris,1881(19vol.)

現代 医 学 の先 駆 者 クロ ー ド ・ベ ルナ ー ルの 業績 全 集 。

2.Milller,J.:HandbuchderPhysiologiedes

Menschen,J.Holscher,Coblenz,1834.1840(2Bde.)

:19世 紀 ドイ ツ最 大 の生 理 学 者Mullerが 著 した19世 紀

最初 の生理 学 教 科 書。 実験 的 医学 の バ イ ブ ル と され た。

3.VI.II.IlaB.noeIloJIHoeCo6paHVIeCogV41eHHft,

AkapeMVIslHaykaCCCP,MockRa,1951(9ToM.)

消化 生 理 学 、大 脳 生理 学 研 究 の先 駆 者 で あ る ロ シヤの 生

理学 者 パ ヴロ フの 業績 全集 。4.LesChefs・D'oeuvre

duMuseedeLuxembourg,Lapina,Parma,1922:パ

リの ル クセ ンブ ル グ美術 館(現 在 は閉鎖)の 所蔵 作 品 に

よ る画 集 。 当時 に して は色 が良 くで てい る。 わが 国 で あ

ま り知 られ て い な い絵 が納 め られ て い る。 クロー ド ・ベ

ルナ ー ルの 有 名 な実験 示説 の絵 を描 いた 画 家Lhermitte

の 作品(「 収 穫 の 支払 い」・)がで て い る唯一 の 画 集。

5.LeDix-NeuviemeSiecle,HachetteetCie,1901

:19世 紀 の フ ラ ンスの 風俗 、 芸術 、思 想 、科 学 につ い て

の総 撹 で、 珍 しい図 版 が沢 山 収 め られて い る。 パ ス ッー

ルの 国葬 の 情 景 が見 られ る。

願 わ くば ア レキサ ン ドリアの 知 の殿 堂 の再 建 に あや か

っ て、 わ が小 図書 館 も、 これ か らの わ が活 力 の源 泉 にな

らん こと を!

(私の書庫 のため に、色 々と情報 をご教示 いただいた図

書館 の渡辺公稔 さん、斎藤温子 さん、有難 うございまし

た。 エジプ トからアレキサ ン ドリア大図書館の資料 を送

って下 さった道新の大沼安史 さん、 またよろしく。)
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壷

ぶ らんと さいころ じい

心理学教授 岩 渕 次 郎

私 の掌 ん だ北 大 の"実 験 心 理学"講 座(1・ 皿〉は 、道 内

の基礎 心 理 学 の拠 点 で あ っ たが 、戦 後 間 もな くの 開講 以

来30年 に して残 念 なが らその 名 が途 絶 えて しま った。10

数 年 前、 それ まで 「哲学 科 」 所属 だ った心 理 学 と社 会学

が、 文化 人類 学 と と もに新 た に 「行 動科 学 科 」 を編 成 し

た際 、発 展 的 に解 消 され た もの で あ る。"老 舗"の 看板 を

降 され て一 片 の感傷 が過 らぬ で も な いが、 代 っ て新 設 さ

れ た講座 は 、認 知 情 報学 ・数理 行 動 学 ・比 較 行動.f・ 社 会

行 動 学 ・動 態社 会 学 等 々 と さす が に清 新 で あ る。ともあれ、
'6関連諸 領 域 の連 繋(i

nferdisciplinaryresearch)

を通 して 人 間行 動 に関 す る包括 的理 論の 構 築"を め ざす

行 動科 学 の台 頭 に伴 い、"行 動(behavior)"は 今や 心理

学 の棒 を越 え て益 々学 際的 なkeywordと なっ て きた 。

さて その 行動 とは何 か とな る と、心 理 学 で もこ れ がい

ま一 つ は っ きり しな い。例 のWatson,」.B.が 、 当時 の心

理 学 界が研 究 の 対 象 と して い た"心 ・意 繊 ・心像"な ど

を、 すべ て間 主観 性 に耐 え得 な い もの と しz斥 け、 新 た

に行動 を据 え て 「行 動 主義 」 を宣 言(1912)し て か ら80

年近 くに も な る。 しか しこの 間 、行 動 の概 念 につ い て独

自 の主 張 が数 多 くな され 、行 動 の 意味 は 一 層錯 綜 して き

た。 さ ま ざま な定義 の 内容 は事 典 に譲 るが 、 さ ら に行動

論的 アプ ロ ーチ か らは、Tf的 概 念 の"シ ス テ ム(系)"

を援 用 して個 体(や その集 合体〉 を一 っ の シス テム と し

て捉 え、行 動 をその"シ ス テ ムの出 力"と す る見 解 まで

寄 せ られ て い る(系 の ア ナ ロ ジー で人 や 動植 物 、社 会 、

さら には工 学機 械 、 自然 な どが同 じ地 平 に立 つ こ とに な

り、 ここ か ら行動 科 学 と生 物科 学 や物理 科 学 な ど との情

報 互換 の道 が 開 かれ る)。 しか し行 動 の概 念 が そ こ まで

拡 が って しま うと、伝 統 的 心理 学 に育 ッ た私 な どは、 も

うこ こ ら辺 りで 、kち停 る しか ない。

と ころで心 理 学 は 、 い うまで もな く生活 体(有 機 体 〉

の 行 動 に関 す る科 学 で あ るが 、 こ こで の対 象 は専 ら人 と

動物 で あ り、植 物 は除 外 す るの が通 例 で あ る。恐 ら くこ

れは 、科 学的 認 識 とい うよ り もわれ われの"常 識 的"判

断(ま たは 直観)に 基 づ くもの とw.c・わ れ る、 例 え ば、 彼

ら(?)に は心 や 意識 が ない 、高 次 の神 経 機構 を欠 く、

(従 っ て彼 らには 行動 が ない)、 仮 りに行 動 を認 めた と

して も動物 の それ とは 余 りに も異 質 で あ り、 その研 究 は

人 間行 動 の理 解 に資 す る と ころが ない等 々で あ る。

しか し彼 らの 生 きる姿 は 、(manifestationは と もか

く)有 機体 と して の本 質的 な特 性 で と くに動物 と大 き く

隔 た る とは思 われ な い。彼 らは 、形 態 学 的 に は 多細 胞 か

ら成 る各種(呼 吸 ・感 覚 ・運 動 ・栄 養 ・生殖 な ど)の 仕

組 み(器 官)を 具 え、機 能 的 には個 体 保 存 ・代 謝 ・成 長

・環 境 に対 す る調節 と適 応 を果 た して い る。 この 姿 の な

かに、"内 外の刺激に対す る反応 の総体"と い う、 まさ

に生活体の行動の原点 を想起す るのは、 あなが ち"非 常

識"で はあるまい。確 かに、彼 らの行動の顕 われ方(刺

激 に対す る反応の時間的継起や可視性 など)は 動物 と著

る しく異 なる し、行動解発の"か ら操 り"(知 覚 ・反応

に関 わる情報の伝達機構 など)も 違 う(と い うよりも判

っていない)が 、 しか しそれ らのことは、植物の行動研

究 自体の意義や価値 を些 かも損 うものではなかろ う。

尤 も、これまでに植物心理や植物行動についての研究

が全 く無 かった訳では ない。門外漢の私 には及ばぬ とこ

ろだが、文献の とでは カタバ ミやマ リーゴー ル ドに対す

る日周期性の条件 づけの試み(Psychologyofplants.,

Farr,1922)が 最初の科 学的研究 らしい。研究の古典 と

しては、植物の反応 とウェーバーの法則 との関連 にっい

ての研究(Plantbehavior.,Fuller,1934)も 挙 げられ

よ う。従来の植物行動の研究で好んで取 りあげ られて き

たのは、刺激 に対す る反応速度の比較的早い才 ジギソウ

やハ エ トリグサである。 その機構 につ いて、古 くには動

物 の反射弓 と類似の ものが想定 された り(Molisch,1929),

最近 では植物 ホルモ ンの放散(ホ ルモ ン説)が 有 力なほ

か、新たに神経仮説 も検討 されている。 この仮説 につい

てのScott(1962)の 説明によれば、淡水産藻類の シャジ

クモ(algaeChara)の 特人細胞 を刺激 した際 の電気化

学的変化は、動物(ヤ リイカの巨大軸索)の 刺激 に対す

る反応の統御過程 と本質的 に類似 しているとい う。勿論

両者 には異 なる点 もある(形 質膜 の脱分極 に当って、 イ

カではNaイ オンが、シャジクモではCaイ オンが内部へ流

入す る、反応速度は植物では るかに遅い)が 、過程の本

性や活動電位の様相 からは、そこに何 らかの神経機構 の

存在の余地 があると言われ る。

現在植物心理学の研究者が どの くらい活躍 しているの

か知 る術 もない。彼 らの研究が人間行動の解明 に果 して

貢献す るものか見当もっか ない。 しかし、いま心理学 を

含めた行動科学が、近接領域 との協動 を一層深めよ うと

しつつあるなかで、植物 にっいての先 きの常識は、も う

そろそろ見直 されても良かろ う。"常 識"は つねに"良

識"と は限 らない。 むしろ常識 を越 えたところに こそ新

しい飛躍 も期待 されようとい うものだ。

この夏、新聞 にシメジ業者 が"音 楽栽培"で 大 きな成

果 をhげ ているとの記事 があった。話 しは面白いが、 こ

の種 の話題には時 に擬い物 が紛れ込 んで、真摯な研究者

の業蹟 にまで疑惑 をもたらす ことがある。いっか何処か

の雑誌 に 「植物 に対する音(楽)刺 激の影響に関す る研

究」 が掲載 され、学界に波紋 を投 じることを期待 したい。
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旭川医科大学に入学して

第1学 年 山本 健治

故郷、鹿児島よ り遠 く離れたこの地旭川にや って来て、

既 に4ヶ 月がた ちま した。今 この数 ヶ月 をふ り返ってみ

て、感 じるままの事 を書 いてみよ うと思います,,

まず、まっ先に思 うのは、 「初心 を忘 れない」 とい う

事 がいかに大切であ り大変な ことであることかとい う事

です。講義 を例 に とってみて も、は じめはどの講義も少

しも聞 きもらすまいと、耳 をすま しペ ンを走 らせていま

した。 ところが大学生活 に慣 れるにつれて、 どの講義 は

重要で どの講義はそ うで ない と自ら受講 を望んだはずの

それらを、打算的な目で見 るよ うになり、さらにひ どい

ことには、 「一般教養 なんて医学部 にはいらないよ」 な

どと自らの怠惰の言い訳 までするよ うにな りました。誠

に恥 しい限りです。心底では分 かってい るのです。 ・般

教養のない専門馬鹿 になってはいけない。 そ して教養 自

体 に限 らず、 その継続的 かつ自主的 に学ぷ姿勢 を身 につ

けることが専門過程で も人いに人切 になって くると。 け

れども、まだまだ未熟 な私は、実際 には易 きに流 れて楽

なことばかりをやってきたよ うな気が します。 そして、

自分の至 らなさをつ くづ く感 じることの くり返 しがこの

数 ヶ月の一・つの側面で あったよ うに思 えます。

何か真面 目ぶったことを書いているよ うですが、正直

なところでは、低学年の うちには大学の勉強は そこそこ

に して、 サ ー クル活 動 や アル バ イ ト、 あ る いは 大学 外 の

様 々 な活 動 な どを通 して、7能 な限 り様 々 な局 面 を体 験

した い と も思 うの で す。 その こ と に よっ て様 々な 人 と出

会 い、 そ して様 々な 人の 気持 ちを、特 に 自分 と相 反 す る

価値 感 を もつ 人 々の 気持 ち を理 解 で き るよ うにな れれ ば

よ い と思 い ます,,け れ ど も、 実際 今 の 自分 で は その よ う

な利 点 を得 るよ り も、 前述 の よ うに易 きに流 され て しま

う気 が します。

そ れ な ぢば 、 ど うす れば い いの か?。 自問 自 答 してみ

ると、 や は り何 をす る に して も"あ る一本 の 大 きな柱"

を自分 の 心 に も って い る必要 が あ るの では ない で しょ う

か。 そ して その 柱 とは、 私 で あ れば言 うまで もな く、 「自

分 は将 来 医師 に な ると い うこ と であ り、 その た め に何 を

すべ きか」 とい う こと だ と思 い ます。 そ して その柱 を も

ち続 け るた め に も、 ま さに 「初 心 を忘 れ ない 」 と い うこ

となの で し ょ う。

偉 そ うな 事 を、 長 々 と書 きま した が 、 これ か ら先 も、

私 自身 、 何度 弱 音 を吐 き、逃 げ道 を探 し、 言 い訳 を言 う

か分 か りませ ん。 しか し、 そ ん な時 こ そ 「あ の時 は 、 あ

ん な事 言 っ て たの に、 駄 目 な奴 だ」 と 自戒 す る時 の 格好

の材 料 にこの 文 章 は な って くれ る と思 い ます 。

これ か らの6年 間 が(ひ ょっ と した らそれ 以上 か も し

れ な いが)自 分 の満 足 ゆ くもの で あ る よ うに(テ ス ト等

の資 料 の お世 話 には な るだ ろ うけ ど)頑 張 って ゆ きた い、

そ して皆 と仲 良 く してゆ きた い と思 い ます 。

旭川医科大学に入学して

第1学 年 二森亜紀子

「畏い冬」の入試 も終 わり、新 しい生活への期待 を胸

に抱いて旭川に来てから、早 くも半年近 くが経 ちます。

旭川での初めての一人暮 らし、初めて出会 う友人、初め

て学ぶ大学の授業…… と、短期間の うちにも新 しい体験

に驚いたことや、改めて感 じたことがた くさんあ りま し

た。その中で も当然 とい えば当然の ことですが、一人暮

らしの難 しさには驚 きました。以前は ・人暮 らしとい う

と、何か憧 れのよ うなものがあったのです が、実際 にや

ってみると、自分の廿 さばか りが目につ き、全てが全て

楽 しいことばか りでは ないとい うことがよくわか りまし

た。誰 にも何 も言 われ ない生活 は楽 といえば楽かも しれ

ませんが、裏 を返せば きちんと した 自己管理が要求され

る厳 しい生活だと言 えるで しょう。そ してまた、一人暮

らしに欠 かせないもの と言えば、何 といって も友 人との

強 いつながりだと思 います。家族 と生活 してい る時 には

どうとい う事ではなくて も、不慣 れな こともあって、最

近体調 を崩 した時 にも人変 心細 い思い をしたのですが、

その時に友人が調子 を気づかって電話 をくれた時 には と

ても安心 した ものです。入学早 々に先生方からも友人 を

作 りなさいとよ く言 われ ましたが、大学 を中心 とした限

られた世界で生活 してい くためには、友 人の 力が絶大だ

とい うこと を身 をもって感 じた訳 です。 これから徐 々に

勉強 を進めていく上 でも、求め る姿勢 で臨 まなければ得

ることが少ない、と言 われる大学の勉強では、一人で悶

々と悩 んでいるだけではな く、で きるだけた くさんの人

と共 に考え、悩 み、話 し合ってい くことも大切 なのでは

ないかと思います。 その点、100人 とい う人数は小人数で

はありますが、全国各地 のいろいろな士地か ら集 まって

来た個性豊 かな同級生は、み な同 じく 「医学 を学ぷ」 と

い う共通の口的 を持 って旭川 に集まってい るのですか ら、

友人 との強いつなが りか ら得 るものは、何物 にもかえ難

いものがあるはずです。

また、人学で初めて出会った"新 たな恐怖"と いうも

のもあります。次から次へとや って くるテス トももちろ

んですが、自分の努 力いかんによっては次の学年 に上が

れない、とい うことや、同学年 に2年 を越 えて在学す る

ことはで きない、等の厳 しい進級 条件 です。 これは今 ま

で平穏な毎 日を温室で育って きた私 には ・見 とてもシビ

アな事に思 えて しまいますが、求ある勉商 をする大学に

お陸ては当然の ことと言 えるので しょう。 とにかく、い

い加減な気持 ちは大学 においては全 く通用 しないとい う

ことをつ くづ く感 じさせ られます。 今後の6年 間にはお

そらく山も谷 もあるでしょうが、自分で精一・杯 の努 力を

して、一度だけの人学生活 を悔 いな く、楽 しく過 ごして

いきたいと思 っています。
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』拳 業 生 の 鋤 蜘
讐 ・

去る3月23日(金)に 本学 を率業 し

た122名 の勤務(連絡)先 は次のとお

りです。

また、4月 に行われた第84回 医師

国家試験には本学卒業生132名 が受

験 し、115名(平 成2年 度卒業生111

名)が 合格 しました。
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勤 務(連 絡)先

新潟人

旭川医人皮膚科
北大第二内科

旭川医大第二内科
医仁会中村記念病院脳神経外科。

旭川医大小児科
北大精神科神経科

北大循環器内科
旭川医大大学院

旭川医大第 二内科
旭川医大第二内科

北人麻酔科
北大整形外科

仙台市立病院小児科
群馬大第一内科

熊本大第二内科
旭川医 人第二外科

旭川医大人学院

旭川医大大学院
旭川医大麻酔科

旭川医大泌尿器科
旭川医大皮膚科
筑波大麻酔 科

横浜市立大

横浜市立大
河北総合病 院内科
筑波大学大学院

旭川医大第二内科

東京医科歯科大
旭川医 大第二内科

北大神経内科
札幌医人
旭川医大小児科

旭川医大第一内科
旭川医大大学院

旭川医人大学院
旭川医大整形外科

旭川医大大学院

札幌医大眼科
旭川医大法医学
旭川医大大学院
旭川医大大学院

旭川医大第一内科

鑑脹突1縢
岐阜大整形外科

旭川医大大学院

北 大放射線科
旭 川医大整形外科
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旭川医大第 ・内科

旭川医大第二内科

金 沢大整形外科

旭川医大精神科神経科
旭川医大大学院

大阪大学大学院
旭川医大大学院

埼k医 大第 ・外科

旭川医大小児科
旭川医大第二内科
北海道勤医協

旭川医 大第三内科
大阪大救急医学科

沖縄県立中部病 院
旭川医大第{内 科

旭川医大第三内科
旭川医 大耳鼻咽喉科

旭川医大大学院
旭川医大整形外科

北大大学院

旭川医大幣形外科
国立病院医療セ ンター内科

信州大泌尿器科
旭川医大第二外科

旭川医大脳神経外科
自治医科大消化器 ・般外科

旭川医大精神科神経科

東北大胸部外科
北 大麻酔科
旭川医大小児科

旭川医大眼科

独協医大第二小 児科
旭川医大脳神経外科

北 大循環器内科
埼玉医人第一外科
旭 川医大脳神経外科

広島大整形外科

旭川医大第一内科
旭 川医大脳神経外科

旭川医大大学院

群馬大第二内科

旭川医大小児科

北大脳神経外科
旭川医大小児科
旭 川医大整形外科

旭川医大脳神経外科
旭川医大小児科

自泊医科人整形外科

旭 川医大第=内 科
旭川医大脳神経外科

岡山大整形外科
旭川医大麻酔科

旭川医大大学院
大阪大産科婦 人科

北 大脳神経外科
旭川医大第 嗣内科

旭川医大麻酔科

大阪大第一外科
旭川医大大学院

旭川医大第二内科
旭川医人第一外科

旭川医人第二内科

埼玉医大整形外科



「卒 業 後10年 に思 う こ と」
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旭 川医 大 を2期 生 と して卒 業後 、 早10年 が過 ぎた.,10

年間 の思 い;1',Ctど思 い'りく こ と を書 い て み た い,

◎ 卒 業 後1、2年 目

医師 国 家 試験 に無 事 合・格 、 並 木止 義 教授 率 る第 モ内 科

に 入局 さ ぜて いた だ い た。医 局 と附 属病 院7階 東病 棟"C'

の 生 活 だ った が 、 仕 事 が遅 か っ た せい か(そ れ と も準 夜

の 看 護婦 さん び)お弁 当 が楽 しみ だ ・ノた の か)な ぜ か 夜遅

くまで病 棟 に残 っ てい た記憶 が あ る。看 護 婦 さhも 同 世

代 が 多 く(道 看1、2期 生 な ど).結 婚 した同 僚 も数 名 い

惹,医 局 対抗 野 球 での 優勝 な ど楽 しい思 い川 も 多い、

◎ 卒 業後3、4年 目

大学 院 後半 の2年 問 、 第一 解 剖 学 教室 小 野 一r一教 授 の

もと で学位 論 文作 成 の御 指 導 をいた だ い た.そ れ まで の

生 活 とbて かわ り、 出 勤 が8:30、 お 茶は1〔}:UI〕と15:()0、

才1?は12:00、19:00に りf直仁ヒとい うと て『も夫見則iF.し い生 活C

あ った 、,実験 計 画 の 立て 方、動 物 の購 入 か ら飼育 、 文 献

の整理 、 固定 、 包埋 、 超 薄切 、染 色 、電 子 顕微 鏡 の 操 作 、

撮 影 、現 像 、焼 きっ け、 さ らには 論 文 のdき 方 へ と、 手

取 り足取 りお教 えいた だ き、 無 事大学 院 を 卒業 す る こ と

がC'き た、,(小 野 先生 、 教室 σ)皆様 、 お 世話 に な り ま し

た!)世 界で は 新 しい研究 の 成 果が 刻一 刻 と発 表 され て

お り、 その 最 先端 の情 報 を整 理Lそ こ に集 中 して努 力す

れ ば 、 自分 達 に も何 か新 しい実験#uを 得 る可能 性 が あ

る こと を知 り、 う・れ しか った 、、

◎ 卒 業 後5、6年 目

再 び第{内 科 医 局 と病 棟 の 生 沽 に も と ・ノた が 、6年H

の12月 末 か ら翌:i月 に か け て、 開院Lた ば か りの 釧路 市

医 師 会病 院 に勤 務 した、,卒 業以 来 初 め ての 第 一線 病院 で

あ り、 釧 路 の 夜の 救急 を一 手 に ひ き うけ る夜間 外 来は 、

とて も疲 れ た が 大変勉 強 に な った.,

◎ 卒業 後7～10年 目

市 立旭 川病 院 第13詰 所1二て 、武 田章 こ先 生の 御 指 導 の

も と、数 多くの消 化 器疾 患 の症 例 を経験 させ て いた だ い

た。珍 しい症例 も数 多 くあ り、症 例 発 表 、論 文投 槁 な ど

臨 床研 究 に関 して も充 実 した 日 々を送 る こと がで へた

病 理 の神 川 先 生 は常H頃1剖 検 の取 れ ない医 者 には 、 い

て も らわ な くて よ い(家'族v)ノ ∫々 に剖検 を承 諾Lて い た

だ け るよ う ・生懸 命診 療 ぜよ との意昧)。1と 言 い、 夜中

に もす ぐにか けっ けて 来 て ドさるの で、病 院 の 音11検率 は

非 常 に高 かっ た。 持 に 黄疸 で 発症 した 悪性 リ ンハ腫症 例 、

第 期 生 相 宏光
由
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至
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慈

特 殊 な組 織 型 の 膵癌 症 例 な どに おい'ζは、 剖検 の 重要性

畜'実1惑'ポる こ とカご'rきオ㌃,

◎ 現 在

㌧1ろ成2T# 、 ここ遠 軽 厚 生病 院 へ内 科 仁任医 長 と して

着 任 した、、診 療 以外 に も、'ド成4年 の病院 新築 へ 向 け て

の ソ ♪ン作 成 、 人院 カ ルrの 整 備 、院 内 感 染対 策 な ど、

今 ま で全 く無 頓着 で い られ た事 柄 に'りいて頭 を悩 よ せな

けれ ば な ら ない こ と も ある が 、 なん と か頑張.,て い る、、

◎ 今 後

Φ この10年 の 間 に旭 川医 大の 各医 局 も ス タ ノブが増 え、

徐 々に その 勢 力範囲 を広 け っっ あ る。 その中 で も遠 軽 厚

生病 院 は内 科 、小 児科 、産 婦 八科 、整 形外 科 、泌尿 器 科 、

眼 科 と、外 科以 外 の 固 定医 を 言幽べ て旭 川医kの 医局 か ら

受 け 入れて い る、,幸 い道 内 で の 旭川 医 大川身 医 師 の評 判

は 、 ま じめ で 仕事 熱'じ と良 い もの が 多 い と聞 く,こ の 評

判 を損 わぬ よ)今 後 と も努 力 した い もの と考 え てい る.

〔2吟 年の 東医 体 に おい て旭 川 医 大バ レ・・部 がひ さび さ

の優 勝 を勝 ち得 た と聞 い た,、(お めで と う!1僕 た ちが

旭 川医 大 に 人学 しバ レー部 を作'た こ ろに は、 先輩 も な

く、 た だ楽 し くバ レー をや りた い 者「司 セが二集 まY)頑 づ長 り

た結 果 が ・替運 にt、東医体2連 覇 に結 び つ い た、、現 在の バ

レー部 員 にLて も その一一一人一・人の努 力 の結 果が.この優勝

なの だ ろ う、Lか し その心 の どこ か に 「先輩 に もで きた

ん だ か ら 自分 た ちにだ ・て できるかもLれ ない,、 だ か ら初

め か らあ き らめ ず に目標 は 高 く設 定 して頑 張 って み よ)

!」 こ ん な勇 気 をほ 〆Lの ・瞬 で も ワ え るこ とが で きた ら、

それ が伝 統 の もつ 力 な の か 亡,しれ ない,i後 とも旭 川 医

kの 伝 統 を作 る ため に1,、 一 人一 八が 各 自与 え られた そ

れ ぞ れの 持 ち場 で'頑張 ・)てい きた い、、



「卒 業 後10年 に思 う こ と」

率業 から10年が過 ぎ、 もうお世辞にも青年 とは菖われ

ず、体型 も含めていわゆ る中年の仲間人 りをしてしまい

ました。 この年月の間 には、自分の職業 を選択 し、家庭

を持 ち、 もうすっかり人生のレー ルに乗 っかった感があ

ります。いまさら別の レールに乗 り換 えるのも、 いかに

も大変 そうだ し、 ここまで来たらもう 「この道一筋」 と

言うお誉めの言葉 を戴 くよ うに頑張る しか手はないよ う

です。

学生時代 は、可 もなく不・∫もなく過 ごし(優 と良ばか

りであったと言 う意味ではもちろんあ りません。念のた

め)、 その後大学院 に進 ませてもらいました。 この大学

院入学当時は、漠然 と癌の勉強 をしたいと言う気持 ちで

おりま したが、幸いなことに米国留学 から帰 って米たば

かりの坂下茂夫先生の指導 を受 けることが出来 ま した。

坂下先生は、ラ ミニ ンと言 う基底膜特異蛋自 を初めて分

離精製 した1人 で、その抗原 と抗血清 を持って帰国 され

てお りました。私 もそれ を利用 した仕事 をさせていただ

き、何 とか4年 間で大学院 を修 了することが出来 ました、,

泌尿器科 の教室で仕事が出米たため、大学院の最後 の

1年 間 くらいは実験 と、 そのまとめに集中することにな

りましたが、それ までは臨床の勉強も並行 させる形 をと

らせてもらいました。同期が4人 居たため、点滴や腰椎

麻酔の腕 を競 いあったり、総回診の前日には夜遅 くまで

病棟 で、半分おしゃべ り、半分仕事と書 うよ うな感 じで

過 ごすなど、今思 えば あまり大 きな責任 もな く、 白由で

実 に楽 しかった時期 であったと思います,、このよ うな時

期 に先輩、同僚 との出会い を大切 にし、 自分の方向 を探

って行 くことが非常に重要なことであると感 じます,,

人学院 を修 了した後の1年 間、深川市 、k病院 に勤務致

しました。それまで先輩の庇護の もとに仕事 をしていて、

いざ1人 で勤務 してみ ると、何 とも言えない自由さと、

同時に、 自分 がいかに何 も出来 ないかを痛感 しました。

また、他科 の医師や看護 スタッフとの協調の大切 さがよ

くわかり、短期間で したが、非常 に貴重 な1年 間 であっ

た と思 います。

その後大学 に戻 り、あっとい う間に5年 が過 ぎました。

この5年 間は、泌尿器科臨床医 としての トレーニングと、

諸先輩の指導で折角スター トさせ ることが出米 た癌の臨

床、基礎研究 を何 とか発展 させ て行 くこと、の2点 につ

いて考 え続 けて来たっ もりですが、最近は 「少年老い易

第二期生 橋 本 博

(泌尿器科 講師)

く、学成 り難 し」 とオう言葉の重みをひしひ しと感 じて

います。 白分 が怠け者であることはよ くわかっているつ

もりなので、いつも意識的 に、やや無理 とも思 える計画

を立て、 自分 を追い込 むよ うにして仕事 をして来 ました

が、学会発表の 日が近 づいた りすると、本当に無理 な計

画 であったことに気付 くわけです。 こ うして、胃の痛 む

よ うな経験 を何度かす る内 に、自分の能力に次第 に疑問

が生 じ、 自己嫌悪 に陥 ることが しば しばです。 しかし幸

か不幸 か、楽天的で忘却 が得意 な性格のため、何 とか大

学 生活 を送ることが出来ています。

卒後10年 と言 う時期 は1つ の曲が り角 と思 われ、同期

の中でも、最近、関連病院 に固定 した り、開業 した り、

また、役所勤 めや会社勤 めに 「デューダ」 した りと、か

な り方向が分 かれて来ているようです。同期会 でも、自

分の研究 について熱っぽ く語 る人が居 る一・方で、 「いっ

たいいっ まで大学 に居るんだよ。」 と言 う人も居て、年

を追 う毎 に価値観は多様化 して行 くよ うです。 いずれの

考えが正 しいかは別 として、 とりあえず自己の価値観 な

り夢 を信 じて行 くしかないだろ うと思 っています。幸い、

今の私は、臨床 も基礎的研究 もある程度自由に計画 し、

実行出来 る立場 にありますので、状況 が許せば、今暫 く

勉強 させて もらお うか と思 ってお ります。

今回 この原稿 を依頼 された際、 「何 か後輩 を力付ける

よ うな文章に して下 さい。」 とのことでしたが、全 くか

け離 れたものになって しまった ようで心配です。ただ、

確 固たる指針 など元よ りないわけで、 白分の道 は自分で

探 す しかなく、自分の夢 や価値観 を信 じて努力を続 ける

ことが人切である、 としか言 いようがないよ うに思 いま

す、,その際、ある程度は楽 天的 に、そ して時 には忘却 も

必要 であると言 うことを付 け加 えてお きたい と思 います。
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,第16回 医 大 祭

5・ユ82'酔雪凸省〃・凝弘尋?`S?'a`T'S2'S、7橋曙`解"覗"認"噸 橋噸西勇噸橋噸聖曙橋所樫7橋 所橋

、 、撒

鰍 、蝋 鞭{:、

スポ ー ツ 大会

で隼備 の 出遅 れ と ス タ ッフ難.c開 催 が 危ぶ まれ た 第16回

医k祭 も、小 数 精鋭 の実 行 委 員 の頑張 りで6月14H巾 一

17日 旧〉までのaH間 の 全 日程 が開 催 され た

今・年 で[6回 口 を迎 え た医 大祭 は、14・15日 の スポ ー ツ

大 会 、If・17目 の ・般 公開 と開催 され 、特 に 般 公 開の

講 演 会 はr民 の 関心 も高 く、 多数 の 参 加 を得 て 好評 の 中

終 」7[..た.

(学 生1課)

1ザ㎡滅
・ぺ・
1劃齢繊 耀酬

グ リー ン コ ンサ ー ト

臓
煙

楠9腎一

セブん 。角 リ箔オプライ7,

医療講演会

i大学祭実行委喫 繍 曇
しf列 勾モニ ぴ)入/＼ ・ スは'爽fj『 委 員 長 の5虫 土豊土易てきあ り まdカ へ}

1綴辮 纂贈;邑鵬}1罪∵ 糠 委員}
;。 大学祭実行委・会・委 賊 ・年 平澤克己1

_._i私 は 何 の因 果か2年 連続 で大学 祭実 行 委員 ⊥をと
い)大11

・1晒 や ら して いた だ きよ け 、1}llの 言 い ノノをすれ ば
、千ノ■

U腺 ・(X)・と・・狭 ・門 ・…C'、 ・・艦 ・補

iぞr膿蒲 際 粟∴崖ll麗繊
・思 ♪(い ます 「 私 は 自慢 話 を し(い る わけ で は あ りませi

レ 学・・轍 ・学牲 醐 分v・1か脚 ・飼

}た ノ＼もい る と い う二 と を覚 え てい て ドさい,亀

;。 大撫 行委。会.副 委。長,年 福島憲治1
1

iヘ ル ・・一主 任 の岡 村 くん 、物 品 移動 をて つ だ って くれ}

1鎌 酪 駈 瞭 粧 ・ll・紘 ・田 唄
}Lて く だ さ,た 川 伏 ・田 中(ん ・須 し孟さ ん 、 当 日 て つ だl

l謡 ∵欝 篇 螺㌘贈勘i
・ 人 た ち に よ 、て 成 り ぴ ・て い る の で す 、1

1_

;・ 大学祭実行委員会・繍 長 ・年 山上英瞬

瀦 灘:貧灘 糧 筆1の恵∵ 蝦

臣 雌 聯1:憲臨1く1禦替㌫i
、は た か らみて}」の 実 行 委`1会 の規 拳莫縮 小 を残 念 に感 じる

1確・・雑用岨 ・幅 動で… 蒲 ・手咽

{糠1轄 羅蕪 潜1}i脳i
!。 大学祭実行委、会.欄 長,年 原 英彦}

濾鷺灘 懸賦るll籍1
粕 渡 の 実 行 委ll数}

1プ)何 人が認 知Lて い るの だ ろ うか.

し ・魍 て何 構 ・・川 … ば.t;… バーit

i駕誉辮 欝灘1灘㍊i
lし謙 儲 欝 灘1支1罪.i

蹴 偲 篤 轡 麟を祝いノ∫歳門
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第37回地区体 準硬式野球

10年 振 り2度 目の優勝!ノ

第37回 北 海 道 地1く 大 学 体 育 大 会1よ 、 ・1・樽 商 科 大 学 が'11

番 季交と な り43k'噛;ご=48}垂tf航力ご参 加1し 、7,ll3[](金)・151i〔lll

(1)3日 間 、 開f崔 さ れ た,,

本 学 か らは 男r・9種 目 、 女f・5種IIに 参 加 し 、 準 硬 式

璽f5」～力言10'卜theり2r=目(ノ)伺 語月券、1斡 五」～女lr・3f」8ノ:、艮}土首 女 ∫-

3位 と健 闘 し 簿 戦 を く り ひ ろ げ た 、,

参 加 種 目 の 成 結 は 次 の と お り 、=

(学 生1課)

＼ 順位、一へ

樋 昌-㍉.-N-

1賜

陸 ヒ競 技

女

優 勝 準優勝 3位
一

!阜修短大

学院 大

旭 医 大

北海学園

道 女短

旭医大

学院k

学院 大

旭 教 大

9位

9位:

一

優 勝

1回 戦

準 硬 式 野 球
一

駒沢教養
北 大
函教 大

軟 式 庭 球

ハ/,ケ ノ ト

ホ ー ル

.ー

バ レーポ ー一ル

→1/カ

}丹
北 大

帯畜 大

学院 大

函教k

酪農学園
樽商大

女

一一

道 女短
北 大
道都短大

札教 大
樽商 大

2i戦

'1; 北海燗
一

2【r11戦

女

1乃

釧1教 大

一

旭 教 大
静修短大

3回 戦
一『

決勝 トーナメ
ン ト2回 戦

札教大 北 大 北星判司
旭 教 大

学院 大
帯.畜大

北 大

北灘 園

専修短大

旭 川 た

2【 旺 戦

卓 球

剣 道

弓 道

総 合

男

女

男

男

道.Lk

岩 教 大
へ.,ト8

3位道 女親 樽商大 旭 医 大
≒'}教k一

室工大
釧教 大

学院 大

旭医大

学院 大

静修短大

道幡 旭 学馴睨

一

r選 リ ー ク
一一

室1.大 北星学園

一

ベ ル ト8

女 樽 商左 静修短大 3位

勇 北海燗 樽商大 8位

女 道 女短 旭教 大 6位

体(夏 季)

勝 に輝 く〃

第33回 東]本 医 科学 生総 合体育 大 会(夏 季 大 会)は 、

札幌 医 科 大学 の 主 管 で7月22LlqD・ ・8月6[]ifl)よ で 、35

校 が 参加 し、札 幌 市 内 斉'lll心に各章寛技 が 行 わ れた 、,

本学 か らは リ}女併 せ て23種 目 に参 加 、準 硬 式 野 球 が地

区:1奉に糸光き東1矢f本'6{,f憂暦券、7;r一 バ レ・㍉ド・一ル 、 女 デーバ

スケ ノトホ ー ル も優 勝/,、 それ ぞ れ 全医体 に駒 を進 め な 、

ま た陸 ヒ競 技 が準優 勝 、卓 球 女fが3位 、軟 式 庭 球 女 ∫・

か4位 、男 鋸が7位 、 硬式 庭 球 男 子 、 弓道 が5位 と入賞

を 穿こし系窓合 で言雫…f憂月券1こ輝 し、〆七:「

参 加 種 目の 成 績 は次 の とお り、、

(学 生P>

＼ ＼
一一 順 位

種 目 ㌔＼

1優 勝
3位

福 島

独 協

旭 医 大

準 優 勝
.一一一陸 ヒ競 技

1乃

一.

女

東 北

新 潟

旭 医

一一

旭 医

東 女

北k
-.

千 葉

準 硬 式 野 球 rl治

弘 前
東 医

優 勝

5位
硬 式 庭 球

男

女

筑 波

信 州
群 馬

北k

弘 前

群.馬

一.一一一一

7位
軟 式 庭 球

男 干 葉

女 北 大 昭 利 弘 前 a位

卓 球

ノ・レーボ ー ル

バ ト ミノ ト〆

サ ノ カ

男 新 潟
一一

東 北

君羊 馬

昭 和

旭 医

一

3位女 東 女

男 旭 医 筑 波 山 梨 優}]募

女

男
一

久

一

東 女 筑 波 東 海

順 κ

山 梨

慈 恵

新 潟

東k

白 治
慈 恵 一
衷 女
横 浜

一一

}

弘 前

筑 波

東 女

新 潟

自 治
皿

ハ,,与 ノ ト

ホ ー 几

柔

'1;

女

東 医

旭 医 稲 州 優 厚

1正

一

道
一

道

道

東.化

自 治

麿 応

「【 治

独 協

秋 田
札 医

弘 前
東 医

lll州

臼k

新 潟

昭 和

5

空f道

水 泳

一

一一

独 協

勇 東 北 筑 波

女

男

合

山 形

北 大

新 潟

弘 前

聖 マ

旭 医

東 女
一一

慶 応rル フ
. 一 一

総

一一

一

=

筑 波 準 優 勝
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h糾1

縄 繍蕪簸 縣漣
【個 人 】

陸L男 野40〔 〕M

ROOM

400Mバ ー

走 高 跳

ヤ リ投

1'll投

・ル

4x4〔 〕OMリ レ ー

弓道 女r・最 高学 年賞

女f一辛斤人'賞

敢 闘 賞

水泳 個 人 メ トレー

50M平 泳

1嘘 で

偲 越 紙黒

2位 加 藤 弘 日月(4年)

1f・ン:ぞ 隻里了し克 興11(5f卜)

ll立 加 藤 劇、日月(5年)

1付:城 田 誠(lf卜)

1位 三 浦 亮(6年)

3位=浦 亮(6年)

1{症 〔そi≧里f・ ノ」・桑木 ・プξ倉 ・

加1藤)大 会 新

豊[i]τ ・律i(6「r)

黒 島 研 美(2年)

栂口川f申 幸(5年)

3位 由 良n口 年)

3イ立 神 珪奉巳r圭(2年)

全医体 の成績結果 コ
■ 女 ヂバ ゐケ 準優 勝2【1」 戦 秋 川 ノ〈学 医 学 部45:31

ソ ト7!、.ル 準 決勝 鳥 取 大学医 学 部60:42

決 勝 東京 女r医 科 メ〈学4～ 〕:50

(8月ll.13Hll司lll系 惹1≒・r(f[二f奉育∫ミ官}

・準硬 」W球3位1回k滋 賀 医 科 大 学3:2

2回 戦 金沢 大学 医学 部i:4

(8月13・1411、 滋 賀県 守 山llf民 球場 〉

・・肘 ・・ル づ 】、 ルII・1単U剛1吠 学 医学 部1:2

(8月g日 、f;川 県 金コ尺4i⊥くf本デf食自〕

「二鋤一教授 に就任 して コ

課 外 活 動 短 信

ノ、ン ト,ド ー1レ1口lhf会

旭 川 ハ ン トホ ー1レ 市1く 体 育 大 会2位

〔51127日 、旭Ililf系 窓r†f乍育 食官?旨膚茎%/rf'i)

教 官 の 異 動
任

川 逸

幡 剛

野 晃

任

野

(.)任期満了

木

1

-

1

4

4

8

ワ
ロ

2

ワ
]

現

浩

止

細 菌掌 講 座

生正1且ノ1:第 一言博厘を
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マ ー カ ス 研 究 室

細 菌 学 講 座 吉 田 逸 朗

フ ィ リ ノブ ・マ ー カ ス享父♪受は 、1㌧ く か ら の イ ン タ ・フ

Lロ ン研 究 者 で あ り 、 イ ンv一 フLCIン シ ベテ ム 即 ち 、

生 体 に お け る イ ン タ ー フ 」 ロ/の1誘 発 ・産 生 ・f乍用5邑f見

と い)全 体 像 を 視野 に 置 い で 、 先 駆 的 研 究 を進 めC来 た

八 で あ る 。 マ ー カ ス 光 生 自 身 ♂)方2去 論 白勺制 糸勺一 即 ち、 今・

やllゴ典ll勺実 験1去1'な り つ つ あ る培 養 糸田月包 レベ1レ で の 実1験

にll力 を 注 ぐ と い)1削 約 一1よ あ,た が 、 そ の 眼 は 常 に 、

生 体 分 子 の 挙 動 を 追 っ(来 た 、,現fi.分f・ ・遺 伝f・ レベ

ル で 詳 糸田に 解 析 さ れ て い る イ ン タ ー フ ・.ロ ンの 抗 ウ ィ ル

λf乍 用 発}見 の メ カ.ニ ズ ム ♂)メ〈剖二り〉は 、 マ ー一 カ ノL先'kの 才是

唱 し た 基 本 路 線 の 延 長 線Eに あ る,,縁 あ っ て 、 こ の マ ー・

カJ研 究 室 で 、 昭 和62年 か ら 昨 年 ま で イ ン タ ・.フLロ ン

誘 発 に 関 す る 研 究 に 従 事 す る 事 が 出 来 た 、,マ ー カ ス研 究

室 は さ ほ ど 大 世帯 で は な く、 私 が 研 究 室 に 参 加 した 最 初

の 頃 は マ ・ カ ス 先 生 が 直 接 実 験 の 手 ほ と き を し て ドさ.,

た そ の 頃 の あ る 日 曜Uマ ー カ ス 先 生 と 私 のz人 だ け

で 、 ウ イ ル1,の プ ラー ケ測 定 の 実 験 を行 な ・)た 。2人 別

々 の 実 験 台 を 使 い 、 お り:い に 死 角 の 位 置C'、 シ ャー レ に

r音養 した 細 月包に ウ イ ル ス を才妾種Lて い た 戸斤、 急 に ク シ ャ

ミ が した く な)た,急 い て 顔 を横 に 向 け(1ハ ノ ケ シ ョ

ン 」 と 一 発 と た ん に1イ ツ ロ.〔 私 の 事)、 細 胞 に 飛

で末力fか か る、,r」 シ ャ ミを し て『は い か/し!1と 『～一 力J,先

生 の 叱 声,「 い や 、 あ の 、 顔 は 横 に 向 け て …1と い うの

は 英 語 で と)や.・ て 言 うの か な と 思 い つ つ 「イ]一 ノリ ー.、」

べ'べ」しば ら く の 肖繁寂 び)f憂、 今1斐1よ マ ー カ ス 先 慧=が 「フ17

ソ ケ シ 」 ン 」私 が 「r・ オー 」 と椰 楡 す る と 、 「い や 、

し、し・しノ)ノ緊,考iム1よ'『,や ノしと 季黄ーを1右]し、一(匿しオこ..「フノ、ノ、」 ・二(ノ)

実 験 に は 後 日潭 が あ る 、1酷 、 フラ ・・ク測 定 は 、rNUI包 に

ウ イ1レ ス を接 種Lた 後 、7<k5・ria.培 地 を流 し込FLd・ll1

ま ら せ 、 そ の 後 、 私 が 日 本 で 教 わ ・・た ノノ法6は 、 ン ヤー

レ の 蓋 を ドに し τ培 養 す る 。 寒 天 か ら出 る〔疑1胡 月くが フ ノ

ー クK乱 す0)を 防 ぐ為rs>る .と 二 う が 、 翌ll、1イ ツ

ロ ー 、 ノ 、・一 レlt潔 籠呑・Lに し'(i凌(もv)た_1tv>lrj萸 だ1、1

と マ ー カ ス 先 生 苧 「しか し 、`疑 固 水 が … 」 と 言 い か け る

と 、 「fノ、し/)ノ∫2ノミカこIEし し」1.こaヒ は 『ノ ♪一 う7illy」述三2ノミ斉・「.'1{邑

し た ダ ル ベ ノコ博 十 の 直 伝 だ..判 ・た か ね 、、」1イL/・1卜

一
.」私 は 今 だ に と ち ら が 良 い の か 結 論 を 得cい な い 、、 い

ボれ に せ よ 、 曳Lさ く で な お カ・'")K({1占1な'、'一力/,先 生 ζいあ

り 、 呂 く の 事 を 教 え ら れ た

「イ ツ ロ ー
、 日 本 か ら」)手 紙(争 、 私 ぴ)知 人 のT博Lが

轡 姓 受に な っ た と.,い`ご あ る.」1い や 一 体 に は 日力教 授
び し 　 ドコ リ 　 ロ 　 れワ 　 り

と い)職 は あ り ま す が 、 準 教 授 と い う職 け な い 悪;で1が

… 」 と い)∫}剛 ㌃を 、/〉 己父め ぐ想 い 匹IIIIす,'片1判五ほ菱、tム か月力

教 授 に な ・,た 事 は ま だ マ ・一カ ス 先 生 に 綴 告 し て い な い 「「

ヂ紙 に 何 と1Cこ う か 一ア ソ シ」 一 トか ア,λ タ ン トか …
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E雁ll室 」姻
■ 病理学第一講座 ■ 西 川 祐 司

日;;#flf,3年4fl.・1・月陽券1碧孝女♪受び)尋、とで 辛斤しい」丙f堅学 第

・講座 が発 足 して か ら2年 余 りが経 過 した
。zの 間 、Y

2レ ベ ル実験 室 の 完 成 、 各種 実験 機 器 の 導 入 な どに よ る

研 究環 境 の 整備 が斉 実 に進 み 、従 来の 形態 学 的 研究 に加

x、 分r生 物 学 的fΣ法 を1,』用 した研 究 が 可能 に なり た,、

教室 の 研究 アー'7は 、1三と し(実 験肝 癌 を モデ ル と し

た1L癌 過 程 の解 析 でナ)る,現 在行 な一♪(い る研 究 は 大 き

く3つ に分 け る こ とが で き 盗,ill正 常動 物 と遺fl:異 常 動

物 を組 みnせ た肝 前癌 細 胞 のlll1人」移植 モ アル を用 いた 肝

発癌 過 程 び)経時 的 追跡 。(2)癌 遺 伝 ヂお よ び癌 抑 制 遺 伝f

の 解析 に よる発癌 メ カニ ズムのu1L,〔3庵 気穿 孔 法 や レ

トriウ イル"7,ベ クター・を用 い た肝 細胞 へ の 外 来遺 伝 子 導

入 実験 。 いす れ も.二の1、2年 の 間 に手 探 りで 開始 した

新 しい研究 で あ るが 、国 内外 の 学 会 で注Hを 集 め て お り、

す で に2編 の:-annXと して 発 表 してい る。 最 近 は、 肝 発癌

にお け るp53遺 伝 ヂ(癌 抑 制 遺伝 子)の 突然 変 異 の 関与

に つ いて特 に興味 を持 書,、研 究 を進 め て いる,,

実験 研 究 、教 育 の他 に、病 理 学 教室 と しての 業 務 、 す

な わ ち剖検I」 よぴ院 外 受託 材 料 の病 理 組織 検 査 もわ れ わ

れ の重 要 な任 務 で あ る。 貴重例 の症 例 報 告や 剖 検 例 の臨

床 ・病 理 カンフ ァレ ン ス を積極 的 に行 なっ て い る,,ま た 、

外 科病 理 学 を学 ぶ ヒで 、本 学 附属 病 院病 理 部 お よび旭 川

赤 十 字病 院 病理 部 は絶 好 の研修 場 所 に な ・・て い る,、こ れ

か ら、実 験(塾培 っ た技 術 を人体 例 に応 用 し、 分r病 理 学

的 な研 究 も行 な)て い きたい と考 え てい る。

現 在 、教 室 を構 成 して い る メ ンバ・・は 、小 川勝 洋(教

授)、 西 川 祐 司(助 刊 、 酒 井 博 司(1内)、 稲 垣 光 裕

(2外1、 福 川郁 江(小 児)、 徳 差 良彦(1病)、 今井

政 八(2外)、 斉藤義 徳(s内)、 太田知 明(3内)の

9名rあ る,,教 室 固 有の ス タ ッフは まだ少 ない が 、若 く

て俊 秀 な大 学院 生 ・研 究 生 が 数 多く在籍 してお り大 き な

力 にな ノてい る,、山r.祐 子 事 務官 、小 谷佳r実 験 助 手 も

大 きな存 在 で あ る。学 部 学 生 も よ く出 入 りし、彼 等 を ま

じえた 分f一 物 学 関連 の 読 書 会や 人体 病 理 学 関連 の抄 言売

会 など を定其月白勺に行 な ・ノてい る、、

時 に研 究 を忘 れ 、 全 員で飲 み にでかける。とあ る焼 き と

り屋 に始 まる宴 会 は われ われの 大切 な行 事 で もあ る。 ま

た 、第 一病 理 の野 球 チー・ム 、黒 と 黄の派 手 なコ.ニ フ す一

ムのマ ケロ スは 昨 年初勝 利 を あげ 、勝 つ 味 をよ うや くお

ぼ えた と ころで あ る。 第 病 理 との定 期 戦(ド 川 杯)と

医局 対抗 野 球 に照準 を 合わ せ練 習 を璽 ね てい ㍍,

1枚 の組 織 切 片 の特 定 の 部位 か ら病 理 形態 の み な らず

蛋 白質 、核 酸 な どに関 す る詳 細 な情 報 を引 き出 ぜ るよ う

に な った現 在、 わ れ われ は疾 患 の木 質 に 可能 な限 り近 づ

こ うと 日夜努 力 しCい る。

(病理 学 第 一講 廠 助 手)

「7研τ窪豊」幽 正コ
■ 整形外科学講座 ■ 後 藤 英 司

整 形 外科 教 室 は 旭 川医 大 の 開学 よ り2年 後 、1975年 の

4月 にh1::x.り 竹'li:治 を迎 え開 設 され ま した。 医 局 員

も現 在60名 を越 え、 うち30名 が道 北地 域 の教 育 関連 病 院

で指 導 医 、研 修 医 と し て勤 務 して お り ます が 、 よだ よだ

整 形 外科 医 の 要望 は高 い様 で す。 現 在 、附 属 病院 に於 け

る外 来診 療 は 従 来通 りで1ーが 、増 〃肘'る 患 者数 に 対応'r

き ない ため 、 新 患r約ail,.と っ(お り皆 さ/til.:御不便 を

おか け し(お ります 。 また 、 人院 希 望 者 に対 しベ ノドや

看 護婦 さん の 不 足σ)ため 入院 が な かな か で き ませh「 現

在 外 来 での 人院 待 が3ケ 月以Lに もな り、 患 者 さん に御

迷 惑 をお か け して お ります。 今後 解 決 した い と思 っ ごお

りま 凱 、研究 面 で≪,'li教 室 の 主 要研 究 で あ る脊 椎 クル

・ フが竹 光教mlC .原 田助 教 授 を中心 に 脊椎疾 患 の 病 態 解

明 、疫 学 、 治療 を行 ・,てお り ます、,特 に、 近 年 脊髄 疾 患

の診 断 、 治療 に必 須 とい われ る脊髄 モ ム ダ リ ング に関 し

て 熱 田助 手 、 今井 技 官 を中心 に独 創 的 な仕事 が な され 学

会賞 が 与 え られ ま した、,

この他 、安 藤 講 師 を中心 と 弓 る股 関 節 グ ルー プ 、・白]講

師 を中 心 と せる土肢 クルー フ、宮 津 助fを 中 心 とす る ド

肢 グ ルー プ と疾 患 に よ り導門 化 され てお ります 。更 に、

こ れ ら と密 接 に関iし 貢 献 して い るの が渡 壁 助f、 今 井

技 官 の バ イ 左エ ン ジニ ア リ ン グ部 門 で あ ります 、、 辞の 整

形 外 科 医 の イメー ジは元 気 だ け良 くて 荒 っぽ そ うと い う

もの で した が 、実際 には 顕微 鏡 を使 っ て繊 細 な神経 や!血

管 を縫 含 した り、 コ ンビ コー ター を使 っ て じっ く り解 析

した りで 少 し様 変 わ り した様 です 。

スポ ー ツ も盛 ん で寸が ・A,}の野あ壁熱 も選 ヂの 高 齢 化 と

新 しい ヒ ー ロー が出 現 しな いt}い か ト火 に な 一・て きて お

り、最 近 は もっ ぱ ら ゴ ルフ が盛 ん な様 で す,,当 教 室 も15

年経 過 し、 現 在 、新 しい展 開 の 時1期 を迎 え てお り ます。

しか し、教 室 創設 当 初 か らのPTの 先 生や 看護 婦 さん を

は じめ関 連 他職 種 の 皆 さん との 連帯t・・fi:視し、 地域 に根

ざ した仕 事 を、 しか も国際 的 な レベJLを 目指 せ とい)モ

ッ トー は{変らすー、.二れ か らもぺ'・♪て 行=きた い と思 っ ごよ∫

り ます。 今後 と もど)そ よ ろ しくお願 い致 し ま 凱,

(整 形外 科 助P)
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卜曇
一口 報

本学名誉教授 石井兼央氏

(67才)に は、6月11日(月)

午後3時30分 脳出血のため急

逝 されま した。

ここに謹んで哀悼の意 を表

します。

同氏 は開学直後の昭和49年4月1日 に本学の内科 学

第2講 座 教授 と して就任 され、昭和63年3月31日 停年

により退官 されるまで永年にわたって、医学の研究 と

学生の教育 ・指導 にあたられ、本学の医学 ・医療の発

展 ・進歩 に多大な貢献 をなされま した。

また学術研究面では、膵臓癌 ・慢性膵炎の病態及び

診断 に関する研究 を行 い、独創的 な研究業績 を挙げ、

国際的 にも高 く評価 されていま した。

そのほか、附属図書館長 ・副学長 として本学運営 の

枢機 に参画 され、本学の発展 に管理 ・運営面からも寄

与 され ました。(庶 務課)

騰鰍騰…一

石 川 睦 男

2つ の不妊学会

昨年の秋 はたて続けに国内外の2つ の学会に参加 し、

改めて日本 と外国 とのギャ ップを実感す る機会 となった。

9月2、3日 は清水哲也教授 を会長に私達の教室 が中心

となり、第34同 日本不妊学会が旭 川で開催 された。一般

的 に日本での学会は、時間厳守の統制の とれた学会運営

が目標 とされている。1年 も前か ら会場の確保 、特別講

演 や シンポ ジス トのarrangementは もとよ り、旅行社 の

手配、懇親会の準備に医局の諸氏は夏休み返上 での大奮

闘であった。学会の中心 となる演題は、一般講演、ボス

ター合計で300題 を越 え、その内容 は最近の生殖医学の進

歩 を示す体外受精一胚移植、配偶子操作などを頂点に様

々な不妊治療 に関するものが多 く、避妊、母子保健 など

にっいては皆無 に近い状況であった。又、学会運営 は整

然 と行われ、懇親会 も大盛況の うちに終 えたことは言 う

までもない。

この後私 は、教室の3人 の同僚 と10月1日 からの第13

回世界不妊学会 に参加す る為、モロッコの古都マ ラケ シ

.ーへ飛んだ。貧乏旅行の為、検討の末、アエ ロフロー ト

でモ スクワ、マ ルタ経 由で カサブランカを目指 した。モ ス

クワのtransithotelのaccomodationの 悪 さに悩 まされ、

漸 くマ ラケシュに到着。空港 では素晴 しい香 りの(し か

し恐 ろしく甘い)ミ ン トテ ィのサー ビスで出迎 えられた。

夜10時 頃,バ スでホテルへ向 う途中、美 しい星空 の下、

不思議 な、 かつ懐 しい香 りに気付いた。 しかしその正体

は不明で あった。翌朝 その芳香の正体 が判明。それは市

中の主な交通予段 である馬車 に使用する馬の落 し物であ

ったのだ。懐 しい訳である。 さてこの学会はアフリカで

初の国際医学会 とい うことで、モロ ッコ王国の大変な肝

入であ り、そのため にホテルが建設 されるとい う程 のも

のであった。 ところがまず学会登録 をしようとしたが、遅

々として進 まない。他 の参加者に聞 くと、その 日は2日

目なのでまだ良い方で、1日 目はコ ンピューターの故障

で、朝 から並 んでもその日の うちに登録 で きず、諦 らめ

て戻る人 が大半で、ほ とんどの人は開会式 には参加 でき

なかったとい う。 さて教室 からの2題 の発表の時はスラ

イドの受付の場所 が分 からず、止む を得ず持参 するが、

今度は予定 していた座長 が居ない。会場 に居 る1人 がそ

の代行 をす るとい う様 なハプニ ングの連続 であった。幸

い、教室のN嬢 、K君 の発表は内容が新 しい為質問 も多

く好評の うちに終了 した。 しか し全体の学会運営 は時間

のズ レ等は序 の口でスライ ドの流 れが悪 くクレイムが続

出。 フランス語圏の為、英語 はあまり役 に立たず増々混

乱するなど大変であった。演題 で目にっ くのは、体外受

精 などもあったが、 ピルやIUDな ど避妊 に関す るものが

多かった ことで ある。WHQ主 催 のシンポジウムでは、開

発途r.国 の母子保健対策、特 に母体死亡率、周産期死亡

率減少対策が注fiを 集め ていた。

この様 に同 じ不妊学会で も日本 と世界では、扱 うテー

マも、運営方法 も全 く異 なっている。我国では最近出生

率の低 下が問題 となっているが、世界規模でみると、人

口爆発の問題が最大の課題 であることが分かる。マ ラケ

シュの旧市街 メジナに一歩足 を踏み入 れると、ロバ と人

間 しか通 れない狭 い迷路に人 々が群が り、首 をたた き落

された羊 や、手工業による織物の店が並 び、モロッコ人

の原点 を観 る思いであった。 さらに夜 に観た官能的なベ

リー ダンスの踊 りfの ベルベ ル人女性の美 しさに圧倒 さ

れ、メジナの人口の多さが納得 され、再度、避妊の重要

性 を痛感 したのであった。

(産婦 人科学講座 助教授)
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